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「
希
望
の
虹
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平
成
三
十
年
三
月
十
四
日 

第
五
十
三
回 

卒
業
証
書
授
与
式 

三
月
十
三
日
（
火
）
前
田
町
長
様
、
松
尾
町
議
会
議
長
様

を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、
平
成
二
十
九

年
度
「
第
五
十
三
回
卒
業
証
書
授
与
式
」
を
挙
行
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
穏
や
か
な
春
の
日
差
し
に
も
恵
ま
れ
、
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
で
卒
業
生
四
十
三
名
全
員
に
一
人
ず
つ
卒

業
証
書
を
無
事
に
手
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
式
終
了
後

の
合
唱
も
参
列
者
の
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
も
、
一
，
二
年
生
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
見

送
り
な
ど
が
続
き
、
卒
業
生
に
と
っ
て
玉
東
中
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
心
温
ま
る
思
い
出
深
い
一
日
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
卒

業
生
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
本
校
で

の
学
び
を
忘
れ
ず
き
っ
と
新
た
な
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

心
の
栄
養
と
な
る
言
葉
⑩ 

「
一
日
生
き
る
こ
と
は
、 

一
歩
進
む
こ
と
で
あ
り
た
い
。｣ 

湯
川 

秀
樹
（
物
理
学
者
） 

 

（
十
代
の
た
め
の
座
右
の
銘 

大
泉
書
店
よ
り
） 

卒業証書授与式全景 

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ 

公
立
高
校
の
後
期
入
試
の
翌
日
に
全
ク
ラ
ス
に
よ
る
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
雨
で
グ
ラ
ン
ド
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
見
事
な
回

復
具
合
で
全
試
合
が
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
ま
し
た
。 

力
量
か
ら
言
っ
て
三
年
生
有
利
と
の
下
馬
評
で
し
た
が
、

一
，
二
年
生
が
予
想
以
上
（
失
礼
）
の
奮
闘
を
見
せ
、
ゲ
ー

ム
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
男
女
と
も
三
年
生
同
士

の
決
勝
戦
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

に
素
晴
ら
し
い
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
」
を
発
揮
し
て
く

れ
て
私
は
大
変
満
足
で
し
た
。 

（
旅
立
つ
卒
業
生
へ
送
る
一
句
） 

春
風
や 

闘
志
抱
き
て 

丘
に
立
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
浜
虚
子 

全員合唱の様子 


